






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































b 1 1一 1卜
止
【問題例3】　○の　中に
　　　　　い◎
なんばんめに　かくのか，すうじを　かきなさ
・（れい）
何タ）国
　　　or
当rO 弓一〇
4．1．2．2．部首や漢字の構成に関するもの
　部首や漢字の構成に関する測定は，主として中級段階で試みられているよ
うである。部首について紹介する時，臼　（さんずい）」は水と関係のある事
物や意味を表し，財　（にんべん）」は，主に人の行為に関する事柄を蓑すと
か説籾される。その後で，それぞれの部首を持った漢字にはどんなものがあ
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るかを考えさせるということをやる。この作業は，漢字の意味的なまとまり
を理解させる点ではよいだろうが，これを試験の場にまで持ちこんで，臼」
の漢字を幾つ書けといったようなことを強要するのは，それほど効果がある
とは思えない。漢字系学生にとっては雑作もないことであるし，非漢字系学
生にとって頭痛の種になるだけである。
　中級段階では，漢字辞典の利用の準備として，部首といわれるもの，部首
の画数，部首の名称などの知識が必要になってくるであろう。しかし，初級
段階では，いわゆる部首も含めて一つ一つの造字成分で組み立てられた塊が
漢字というものであって，そこに意味と読みが生まれてくるのだといった認
識を持たせることが大切であろう。そのような立場から漢字の知識を試すよ
うなものであれば，部首に関するテスFも意味があると思う。
【問題例4】　（れい）のように，臼の　中に　かんじを，　（　　）の　中に
　　　　　かんじの　よみがなを　かきなさい。
　　　　　　　　くじラ　（れい）　a　ii弱と　いう　かんじは，うかんむりに　「こども」の
　　　　　　　「こ」と　いう　じを　かきます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くいわラ　　　　　　b　「やま」の　したに　「いし」を　かくと，「磨：ljと　い
　　　　　　　う　じに　なります。
　　　く　ラ　a　「［］」と　いう　かんじは，左がわも　右がわも　「き」と　いう
　　かんじです。
　　　　　　　　　　　　　　　（　）
??
???
e
「き」を　二つ　かくと，　「［］」と　いう　じに　なります。
　　　　　　　　　　　　　　　く　ラ　　　　　　　　　　　く　ラ「おとこ」の　かんじは，上が　「□」で　下が　「［コ」です。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　ラ「まいにち」の　「まい」に　さんずいを　つけると，　「［：］」と　い
じに　なります。
く　ラ
「〔コ」は　上に　　「たつ」，下に　「ひ（にち）」と　いう　じを　か
　きます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　く　ラf　にんべんに　「き」を　かくと，「日む」と．いう　じに　なります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こ　ラ9　かたかなの　　「た」と　いう　じを　二つ　かくと，　「□い」と　い
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　う　じに　なります。
　　く　ラh　「〔：］い」は　「ひ」の　下に　「とお（じゅう）」　を　かきます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　ラ三　1てら」と　いう　じに　てへんを　つけると　「□つ」，ひへんを
　　　　　く　ラ　けると　　「［］」と　いう　かんじに　なります。
　漢宇を書かせるテストでは，漢字の字形を聞うことはもちろんであるが，
同時に読みも確かめておきたい。漢字の書写能力や読字能力については，そ
れぞれのテストがあるだろうが，それとは別に，煎記問題のように，文脈か
ら漢字が思い出せるかどうかということが主目的のテストであっても，やは
り書けるには書けたが読めるだろうかということが気になるものである。殊
に漢字系学生は，漢字を眺めていれば何となく分かったような気になるらし
く，読みをおろそかにしがちである。また，非漢宇系学生との合同試験など
でも，漢字系学生の優位性を調整する働きもあるであろう。
　また，漢字だけ知っていても，読み方ができなければ，その漢字が使える
ということセこはならない。爾者が満足されてはじめて得点に結び付くわけで
ある。採点時に両者の比率をどうするかということはあるだろうが，その辺
は出題者の判断にまかされてよいだろう。漢字に読み仮名も添えて書く作業
を，特に漢字系学生は大変いとうものであるが，それが試験の場で生かされ
るとなれば，学生も渋々ながらでもやるようになるだろう。このことを強調
するのは，テストで高得点を得させるためというのではなく，そういった作
業の積み重ねが，結局は読字力の向上につながるものと思うからである。
4．1。2．3．多音訓字の読みに関するもの
　初級梢当漢字，それは使用度の高い基本的なものであると考えられる漢字
であるが，その中には幾つもの読みを有する多音訓字がかなりある。常用漢
字表に掲げられた読み方以外にも，熟語の申で濁音化，促音化，母音交替を
起こすことがある点については，既に触れたとおりである。文脈や熟語によ
って読み方が変わることに習熱させることが肝要であるが，多音訓字の読字
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力を試す問題には次のようなものがある。
【問題例5】　（　）の　中に　漢宇の　読みがなを　書きなさい。
　　　　　　　　　　　　　　　く　ラ　　く　　　ラ　　　　　　　　　　　　　　　　　く　　　ラ　a　この　クラスには　アメリカ人が　一人と，ちゅうごく人が　二人
　　　　　　　　　　く　ラ　　く　　　ラ　　と，翼一ロッパの　人が　三人　います。
　　　　　　　く　　　　ラ　く　　　　ラ　　　く　　ラ　　　く　　ラ
　わ　きょうは　六月前六日で，βよう欝です。
　　　　　　　く　　　　　　ラ　c　あなたの　生年月日は　いつですか。
　　　　　　　　　　く　ラ　d　そらに　まるい　月が　あります。
　　　　　　　く　　　　く　　　ラ　　く　ラ　e　わたしは　先月　日本へ　来ました。
　　　　　　　　く　ラ　f　むこうから　来る　人は　タンさんです。
　　　　　　　　　　　　く　ラ　9　アリさんは　たぶん　来ないでしょう。
　　く　　　ラ　　く　ラ　　　　　　　　　く　ラ　h　来週の　金よう日に　お金を　はらいます。
　　　く　ラ　i　「水ようH」の　「水」は　　（　）とも　よみます。
　　く　　　　　ラ　　く　　　　　　　　ラ　　く　　　　　　　　ラ　」　千百円と　三千三百円で　四千四百円に　なります。
　　　　　　　　　　　く　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　　　　　　　　　　　k　この　くつしたは　八百円　で　その　くつは　九千六百円です。
　初級では，単語の形ではなく，文中で読ませるようにしたい。多音調宇の
複数の読み方を，不自然のないように一つの文にまとめようとするのは案外
むずかしいものである。そんな時は無理に同一文中に盛りこまず，短い劉の
文にしたほうがいいだろう。中・上級になれば，文ではなく語句の形で並列
し，その読みを考えさせてもよいだろう。
　読み仮名を記入させる括弧は，意外にスペースのいるものである。まだ，
細かい字を書くのに慣れていないということもあるから，余裕をとって書き
やすいようにしてやるとよい。読み仮名を書かせる部分を次のように1字置
きぐらいにしておくのも一つの方法である。
　　　　　　　　く　　　　　　　　　ラこのくつしたは八百円で，そのくつは
です。
く　　　　　　　　　　　　　　　ラ
九　千　六　百　円
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【問題例6】　（　）の　中に，漢宇の　読みがなを　書きなさい。
　　　　　く　　う　　　　　　　　く　　ラ　　　く　　　　ラ　　　　　　　　　　　　　　く　　　　ラ
　a　水を　坦す。水が　出る。外出する。　七時に　撮発する。
　　　　　く　ラ　　く　ラ　　　　　　　　く　　　ラ　く　　　ラ　　く　ラ　　　　　　　　く　ラ　b　手を　上に　上げる。百人以上。上着を　着る。駅に　着く。
　　　　　く　　　ラ　　　　　　　　く　　　ラ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　　　ラ　c　九時　五分すぎです。十分すぎです。　ねつが　三十七度　八分　あ
　　　く　　　ラ　　る。自分の　へや。
　　く　う　　く　ユ　　く　　　ラ　d　体の　重さ。体重を　はかる。
　　　　　　く　ラ　　く　　　ラ　　　　く　　　ラ　e　料理を　作る。作文する。作家。
　このように語句の形で並んでいると，学生側も何を試されているのかとい
ったポイントが開瞭になり，かえって思い出しやすくなるという利点はあ
る。
　多音訓字の読み方と限定せず，学習したいろいろな漢字の読みを試すテス
トもごく普通に行われている。この場合にも，出題者は紙幅の効率をよくし
ようとして，一つの文中に盛りだくさんの漢字を入れようとする。その結
果，次の例のように意財ミ的に不自然な現実離れした文章に陥ることがしばし
ばあるので注意したい。
　　く　ラ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　ラ
（例）青い　ぼうしを　かぶって，赤い　セーターを
　　　　　　く　　ラ　　　く　　　　ラ　　　く　　ラ　　　　　く　　ラ　　　く　　　　ラ
　　はいた　女の　先生が，小さい　男の　学生と
　　く　　ラ　　　く　　ラ　　　　　く　　ラ　　　く　　ラ
　　本を　大きな　石の　上に　おきました。
く　ラ　　く　ラ
着て，白い　くつを
　　　　　く　ラいっしょに　黒い
4．　1．2．4．送り仮名に関するもの
　選択肢で正しい送り仮名の語を選ばせたり，送り仮名を添えて字訓語を書
かせたりするやり方がある。
【悶旧例7）　a，b，　cの
　　　　　さい。
中で，正しい書き方の語に○をつけな
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（i）
???
（hi）
盤㍉｛1
答る
聞こえる
聞える
聞る
帰える
帰る
㈹　じゅぎょうは　午前　九時に
午後　三時に
曙1∴
（v）｛締る
欝冷｝
｛
　a　終わる。
　b　終る。
㈱欝㈹｛i危ぶない危ない
危い
【問題例8】（れい）のように　のことばを
　　　　　（　）の　中に　書きなさい。
（れい）バスが　とまりました。　　　（止まり）
　a　本が　ならんで　いる。　　　（　　）
　b　自分で　かんがえなさい。　　（　　）
　c　かれは　いさましい　人です。　（　　）
　d　．くるしそうな　かおを　する。　（　　）
　e　山上に　月が　あらわれた。　（　　）
　f　その　ことは　先生から
漢字と　ひらがなで
うけたまわりました。　（
）
上の例文中には，中級程度と思われる漢字も含まれている。送り仮名の誤
りは，送りすぎより足りない場合のほうが多いようである。一般にいわゆる
「テ形」の時にそれが顕著である。
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???しらはまから家へ帰てから，
三階には男の学生が倥でいます。
ごはんを食：てから，
　また，譜幹を同じくする五段と一段との両形ある場合は，五段のほうを送
らない傾向があるようだ。
　　O　遊びが終った時，
　　○　役割を果すと書えよう。
　　○　生活の状態も変ってしまったので，
　　○　まだ決っていません。
更に，動詞との複合名詞でも送り仮名は省略する傾向がある。臼本人にも
よくみられるところである。
???夏休が終わったのに
渋谷へ買物に行く。
値打がない。気持が悪い。考方。
4．1．2．5．反対語・対語に関するもの
　反対語や対語の形で覚えるのは，語彙習得上有効な方法だと言われてい
る。語彙力確認の意味も併せて，反対あるいは対の意味をもつ漢字の読み書
きをさせることも，漢字のテストではしばしば行われるところである。
【問題例9】　　　の　ことばの　はんたいの
　　　　　なさい。また，その　よみがなを
（れい）上（うえ）o困（した）
　a女（　　）㊥□（　　）
　　　　　　　　　　　　　　　一　167　一
かんじを　［］の　中に　かき
（）の中にかきなさい。
bc
d
??
h
垂（
g（
顛（
北（
璽（
）e
）o
）e
）N
）e
D（
D（
□ろ（
g（
z（
））
））
）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　ラ「たくさん」の　はんたいの　ことばは　「□し」です。
く　ラ
「□ない」の　はんたいは
「ほそい」の　はんたいは
く　う
「多い」です。
（一噤f
「口い」です。
【問題1の （れい）のように　［コの　中に　かんじを　かきなさい。　（　）
の　中に　その　よみかたを　ひらがなで　かきなさい。また，
○○の　中に　おくりがなを　かきなさい。
（れい）
a．
b
c．
d
、?
、?
、?
、?
Gp??????
（やす）　　　　　　（たか〉
飼い一・・固⑤○
　　｛　　）
一一@DOo
　　（　〉
一一@ooo
　　｛　）一〇〇〇
　　（　）一DOo
　（あ）
e・ ?げる
　（ね）
・・□る
　（し）9・□ぬ
　（おぽ）
h・□える
　　（　）
一一@DOOO
　　（　）一　［］oOo
　　（　）一DOOO　　（　）
一一@oooo
（注1）一つの問題で漢字書写能力，読字力，遷り仮名等，総合的な漢宇能力を確
　　かめることができる。共通テストなどでは不公平が起こらないように，配点
　　基準をしっかり決めておかねばならないだろう。
（注2）送り仮名をどう考えているかもみるものであるから，○の数は1字分ぐら
　　　い余計にとっておくとよいだろう。
4．1．　2．　6．主として漢字を轡かせるもの1
　これまでの問題例は，読み方や反対語などを提示して，書かせる漢字を指
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定したやり方で，設閥や出題形式の微細なところでは異なりがあるかもしれ
ないが，広く一般に行われているやり方であろう。学生のほうからみれば受
身の解答形式ということになるのだろうか。これに対して，ある文脈で最も
適当な漢字は何かを自分で判断して書かせるというやり方もある。学生の積
極性を期待する串題形式とも言えるかもしれない。
【問題例12】‘どんな　かんじが　いちばん　いいですか。じぶんで　かんが
　　　　　えて，□の　中に　かきなさい。
　a　わたしは　毎朝　コー・ピー一を　□みます。
　b　デパーbで　食べ物を　□ってから，うちへ　□ります。
　c　どしょかんで　どんな　本を　口みましたか。
　d　東京駅で　電車に　□って，新宿駅で．電車を　□ります。
　e　ねつが　あるので，□慮へ行って　お医者さんに　みて　もらいま
　した。
f　今Hは　たいへん　□いですね。その上　□い　コーヒーを　飲んだ
ので，．あせが　□ま、した。
【問題例13】□の　中に　漢字を　書きなさい。aの　漢字も　bの　漢字
　　　　　も同じ　読み方です。しかし，いみや　使い方は　ちがいます。
（・） o露謙獄：1：
（li＞｛蹴二で藩を凝
㈹穏農‡髭：目1：乳：1：　、
㈹｛鵬黎難農∴窪ち欝瓦
　　　　　　　　　　　　　　　　≧　　　’」　　　　　”　　　㌧　｛　　　　　恩
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（v＞撒れ編犠緊さごさL’o
　異宇同訓の漢字の識字力をみるものであるが，同様に，異字同音の漢字を
考えさせることもできる。
【問題例f4）例のように，音読みが岡じで意味の異なる漢字を［コの中に書き
　　　　　なさい。
（例）このりんごは，うちの農園でできました。一つ周圃です。???今日は学校で数［1］と音〔コを習いました。
あの人は□切な人ですし，うそを言わないから□用できます。
イギリスの言葉，つまり□語で「水□」のことを何といいますか。
毎日こんだ電□に乗って，会ロへ行きます。
かれのこ□親の口理は，たいへんおいしいですよ。
【問題例15〕　（例）のように，□の中に共通の漢字を書き入れなさい。
（例）Lparmi転手が荷物を囲んでくれました。
????音〔1を聞くのは□しいことです。
時臼がないから，九時の電車には□に合いません。
学校などで日える人を□育者という。
□んでいる所の地名や番地を「□所」という。
□聞には，□しいエユースがのっている。
初級段階の測定事項と出題形式の大体は以上のとおりであるが，文字テス
トの配点について少し触れておく。
読み方を問う問題の配点には，二とおりの考え方ができるだろう。
　く　うく　き　く　うく　うく　ラ　　く　うく　ン　　く　ラa毎日自動車で学校へ行きます。
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　く　　　　ラ　く　　　　　　ラ　　　く　　　　ラ　　　く　　コ
b　毎日　自動車で　学校へ　行きます。
　aは1字単位，bは1語単位とする考え方である。読みの場合は，個々の
字の読み方より語として理解して読んでいるかどうかが問われるはずで，9
字1字が間違いのない読み方であっても，語の読みとして不適当であるな
ら，正しく読めたとは言えまい。「学校」は，1字1字が「がく」「こう」
と正しくとも，「学校」という語を理解して読んだことにはならず，「上着」
を「うえぎ」　「うわき」と書いたのでは，語として読めたことにはならな
い。　r付表」の語については特にそうである。そういう訳で，bの語単位に
よる配点が妥当かということになるだろう。語としての読みを問題にするわ
けであるから，「自動車」と「行く」とは同～配点になるが，4字熟語以上
の場合は，結合の仕方によって2語に分けるとか，配点を倍にするとかの措
．置は適宜とられるだろう。
　漢字を書かせる際の配点は読ませる奪合とは異なり，1字ごとに与えてよ
いだろう。　「危険」を「危検」と書いた場合は，　「検」のみを減点とし，
「危」は得点に数えるわけである。好ましい書き方ではないかもしれない
が，　「険」の字を忘れたような時，「危げん」と交ぜ書きにしても語として
は誤りとは言えないからである。けれども，この場合も基本的には語を1単
位として考える立場は変わらないと思う。読ませる場合の最小単位を「がっ
こう」とするなら，書かせる場合も「学校」が1単紘となるだろう。ただ，
配点の面で例えば「がくこう」と書けば減点は1点だが，「学交」は減点を
0．5とし，0．5は得点として認めてやるといった扱いの違いになるということ
である。
4．2．中・上級の測定項冒，問題例，留意点，評価について
　幽題形式が中・上級になるとがらりと変わるということはないだろうが．
測定項目の面では比重の置き方が変わってくるかもしれない。
　　a　片仮名語に関する項目
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　　b　仮：名遣いに関する項臼
　　c　送り仮名に関する項貝
　　d　筆順と画数に関する項目
などの扱いはかなり小さくなり，代わって熟語の構成に関する項鼠に重点が
おかれ，その中での漢字の読み書き，使い方が問われることが多くなるだろ
うし，類形字の異同も取り上げられよう。また，殊に上級では，文中の誤字
を見つけて訂正する作業や，仮名書き文を漢字仮名交じり文に改める作業な
ども考えられるだろう。
【問題例1】下線部の漢字の音読みを，片仮名で（　）の中に書きなさ
　　　　　い。
　「往復・腹痛・複雑」の「復・腹・複」の音読みは（　）である。した
がって，これらと同じ造字成分（つくり）を持っている「覆水」は（
　）と読めるだろう。ところが注意しなければならないのは，つくりが同じ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．．／．．v．V．．X’JX
でも必ずしも全部同音というわけではないことである。「者・煮」は（　）
であるのに，　「暑・諸・署」は（　）であり，　「著」は（　）という音
である。更に，もっとひどい場合は，つくりは同一であるのに，音読みは金
部異なるという字もある。「時（　），詩（　），待（　），等（　），
特（　）」などの例もあるから，辞書を引いて確かめることが大切である。
（注1）形声文字の理解をみる問題である。
（注2）片仮名で書かせるのは，このような機会を利用して片仮名の表記力を確か
　　めると同時に，辞書類で字音は片仮名で表記されている通例に慣れさせる意
　　味もある。
【問題例2】□の中に異字同音の漢宇を書き入れなさい。
　東：京は北□35．5度の位置にある。
　交通□反で白パイに捕まった。
　彼は3種昌優勝という□業を達成した。
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　（，王）』これも形声文字に基づく問題で，類形字の書写力をみるものである。
【問題例3】Eriの中セこ，反対の意味の語を漢字で書きなさい。
（例）’ ?学する曾匪園する。
・権利司T］　　　f融する司工］する
　b　需要遍［「i　　　　9　清潔だく→iニエ＝」だ．
　c　具体的曾［［l　　　　h　平凡だe［ユコだ
　d　成功するe口］する　　i　有害だ曾ロコだ
・拡大す酬織する　j既儲←・［⊥」］
　（注）　a～eは普通の反対語，f～」は打ち消し語だが，打ち消しの意を裟す漢字
　　　が全部異なる。
【問題例4】　［ユ1］の中に，適当な熟語を入れなさい。
・后隠・｛臣i霧・傷隠
【問題例5】④と⑧から1字ずつ選んで，熟語を造りなさい。
　　　④博労講注一旦
　　　⑧山射度働義士
　a　臼二i　b　i二［｝　c　瓢τl　d　l工1〕
　e［工〕fl一”’」⊃
【問題例6】次の語句の意味を表す熱語を，iユニ」の中に書きなさい。
　a　拠に登ること＝＝1二［i
　b　病気カミうつることe［i［二J
　c　不注意は失敗のもとになるという戒め＝［’工］コ國
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（注）以上，問題例1～6は，　（　）を付して読み方も併せて問うことができる
　　のは，初級の場含と同様である。
【問題例7】下の漢字の訓読みを，送り仮名を添えて線の上に書きなさい。
　　　　　また，［「1の中に，その漢字を使って適当な熟語を書き，（
　　　　　　）の中にその読み方を書きなさい。　（熟語中の指定の漢字の
　　　　　音読みは，異なることに注意しなさい。）
㈹生o善墨膿劉
・明
・省o二二li÷　：
【問題例8】　漢字に当たる部分に下線を引き，その下に漢字を書きなさい。
　にんげんがしぜんをはかいしたために，こうせいにくいをのこすようなけ
っかをまねいたことは，これにかぎらずいくつでもみいだすことができる。
（注1）適当な漢字を選んで書けるか，送り仮名を理解しているかをみる。
（注2）仮名だけの文は読みにくく，意味を誤解することもあるだろう。このよう
　　　なテストをするのなら，あらかじめ授業中にも練習しておいたほうがいいだ
　　　ろう。また，最初の試みでは，分かち書きにした文から与えたほうがよいか
　　　もしれない。
【問題例9】文中の誤字を，正しい漢字に直しなさい。
　専問家の調査によって，危検な地城が除々に明らかになってきた。
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（注）　意識的に造られた誤字，例えば「専」
　がよいだろう。
「達」などを示すことは，避けたほう
【問題例10）　（　　）の中に読み方を書きなさい。
　　く　　　ラ　　　　　　　　　く　　　ラ　　　　く　　　ラ　a　優秀な人。友達を勧誘する。甲府な水。
　　く　　　　ラ　く　　　　ラ　く　　　　ラ　く　　　　ラ　く　　　　ラ
　b　会場。太陽。熱湯。胃腸。負傷。
（注）　類虚字の読み方を問うものである。
　文字表記の測定は，つまるところ現代日本語の表記の基準に従って，正し
く書けるか，読めるかということに尽きるだろう。読み手が誤解を起こした
り，読みにくかったりしないように，正しい字形，正しい文字遣いができる
ように教師は日ごろ指導しているわけであるが，それがどの程度理解認識さ
れているのかを試すものであろう。そして，測定の結果は，単に学習者の文
字能力の評価に使われるだけではなく，学習者の弱点を指摘する根拠となる
し，また，指導上の反省を促す資料としても役立つものとなるだろう。
　評価は，普通各日本語教育機関の授業計画や到達目標の基準に照らして行
われる。それはそれで，その機関内では一つの意義を持つものと思われる
が，一般普遍性に欠ける恨みがある。社会的な普遍性のある各級別の評価を
考えていかなければ，共通の場における尺度とはなり得ぬことはもちろんで
ある。だれもが納得のいく各級の範囲を明確にすることはかなりむずかしい
ことであるが，近時次第にそれも間まってきつつあるようである。そういっ
たことを判断する一つの屠安として，1984年から発足した「日本語能力試
験」（32）の認定基準に掲げられている各級溺の学習時閥及び文字数，語彙数な
どの学習燈が参考になるかと思う。また，それぞれの字種や語種などの具体
的内容については，　「外国人留学生の日本語能力の標準と測定（試案）に関
する調査研究について」（33）の中に掲げられている藤準表」が参考になるで
あろう。社会的に通用する文字・表記能力の評価ということについても，そ
ういった条件の中で考えていかなければならないということになるだろう。
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注　　記
第3章外国人学習者に対する表記の指導
（1）　西田直敏「外国人に対する漢字教育」　（1963　日本語教育学会「日本語教育」
　　　2号）
　　岸　陽子「漢字教育　漢字の教え方」　（1967早稲田大学語学教育研究所「講座
　　　鷺本語教育」第3分冊）
　　等沢行忠「漢字教育について」（197G慶応義塾大学圏際センター旧本語と潤
　　　本語教育ま第2号）
　　鈴木貞雄「日本語におけるttl”■の学習について」（1970　岡上）
　　北條淳子「初級日本語教科書に鍵繊可能な漢字の分析」（1975「早稲田大学語学
　　　教育研究所＝紀要」14）
　　安藤淑子・坪井佐奈枝「非漢字系学習者に紺する．初級前期の漢字樹下の一一’Xi案」
　　　　（1975「臼本語教育」26号）
　　北條淳子「『庭園学生用一本語教科書初級』における漢字の選択」（1976「講座日
　　　本語教育」第12分羅）
　　石田敏子「漢字学習のプログラム化」　（1977「N本語教育」「32号）
　　林　大「文字を書く」（1977「H本語教育」36号）
　　玉村文郎「書くことの重み一当語教育と日本語教育」　（1977　同上）
　　加藤彰彦「書くことについての問題点」（1977同上）
　　華華　薫「外国人の漢字学習セこおける間題点」（1977岡」二）
　　石田敏子」仲野桂子「漢字の難易度」　（1980「匠体語教育」42号）
　　伊藤芳照「予備教育課程の漢字指導」　（1981　東京外弱語大学附属羅本語学校
　　　　「H本語学校論集」8号）
　　稲垣滋子・今照滋子・広瀬正宜・田丸淑子・山内みどり旧本語激育における漢
　　　字の鍵出について」（1983国際基督教大学「Annual　Report」Vo1．8）
　　村上温央・佐藤純子「目本語教育CAIの将来1生に対する私見と入門期の文字教
　　　育の一例」（1984「日本語教育」54号）
（2）　下瀬用慧子「学部留学生の漢字学習についての意識と方法一アンケート調査と
　　　座談会から一」（1984「東海大学紀要」第5号）
（3）　罵田隆行「中国語と日本語一一中国語と日本語の漢字は同じではない一」
　　　（1965　「日本語教育」　　7号）
　　大村益夫「中国人・朝鮮人に対する漢字語彙教育について」（1965「講座臼本語教
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（4）
（5）
）
6
（
）
7
（
（8）
?????
?《???
ae
　育「第1分冊）
野沢素子「中国人に対する買本語教育一漢字語彙を中心にして一」　（1970
　「日本語と日本語教育」第2号）
文化庁「中国語と対癒する漢語」（1978　日本語教育研究資料）
菱沼　透「中国語とH：本語の雷語干渉一一一中国人学習者の誤用例一一」（198G
　「臼本語教育」42号）
菱沼　透「漢字対照研究の試み一一学，校を含む：二字漢語を対象に一一一」　（1981
　「早稲田大学語学教育研究所紀要」23）
文字・表記教育における指導項醗こついては∫次記資料参照。「外国人留学生の
　日本語能力の標準と測定（試案）に関する調査研究について」（ig82外国人
　のH本語能力に関する調査研究協力看会議）　なお，前記（試案）は，　「外鋼
　人に対するH本語教育の振興に関する報告集」　（1983文化庁）に収録されて
　いる。
初級・中級・上級の学習厨標及び四技能の学習段階についてば，一Ei本悪教育学会
　編「日本語教育事典」（1982大修館書店）pp．632～640参照。
河原騎幹夫・吉川武事・告岡英幸「教師用二本語教育ハンドブック別冊　教科書
　解題」　（1983　細動交流基金）　なお，本書は，その後増補され，　「i≡1本語教
　科書ガイド」（中墨堂）として刊行されている。
北條淳子「外国学生用璃塞語教科書初級における漢字の選択」　（1976「講i座日：本
　語教育」第12分冊）によれば759字。
「教科書解題」によれば，「Japanese　by　the　Total　Metho〔1；Basic　part　1，
　2，3」（1976，1979，1980Noah　S．　Brannen）の提出漢字数は504字であるが，
　「Annual　Report　Vo1．8」p．　36（ICU　1983）によれば，501字となってい
　る。
筋掲誌P．38による。
伊藤芳照「予備教育課程の漢字指導」（1981「臼本語学校論集」8号）
国立国語研究所報告22「現代雑誌九十種の用語華魁（2）漢字蓑」（1962秀英｛士1版）
国立国語研究所報告56「現代薪聞の漢字」（1976秀英出版）
野村雅昭「週刊誌の漢字」（1980「現代漢字の研究」文部省科学研究費特定研3省
　（工）「言語」林四郎班（「国語教育効率化のための漢宇の記号特性の研究」「文
　年表重力と音声表現力との関連」）報告
注記（lo参照
字形の許容については，荒張和子「教師用立難語教育ハンドブック②表記」
　（1975　国際交流基金）p．167参照
文部省「筆順指導の手びき」（1958博：文堂娼版）
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H本語教育とローマ字については「H本語教育」18号参照（1973）
文部省国語調査室編「くりかへし符号の使ひ方」（1946）が一つの基準になって
　いる。
たまたまHに触れた下側ルビ付きの教材には次のようなものがあった。
Olntegrated　Spoken　Japanese（1971　アメリカ・カナダ十一大学連合H本研究
　センター）
OModem　Japanese（1977水谷　修・水谷信子　The　Japan　Times）
ONewspaper　Japanese（1981水谷　修・水谷信子　The　Japan　Times）
○「日：本の放送」（1983　β本語教育学会）但し，岡学会で刊行している他の日
　本事情シリーズのものは上側ルビ。
○「日本語表現文型中級1五」　（エ983筑波大学日本語教育研究会）
○「技術研修のための貝輪語」（1984国際協力事業団）
辞典Aコ「小学館例解学習漢字辞典」　（1972）
　　B＝「角規漢和中辞典」（1959）
　　C＝・「諸橋大漢和辞典」縮写版第1刷（1966～1968）
　　D＝「学硬漢和大辞典」（1978）
　　E＝「小学館字解漢字辞典」　（1963）
文部省「外国人のための漢字辞典」　（初版1966，第2版1973文化庁）
漢字熟語の構成，熟語の型の利用とその限界などについては，武都良明「日本語
　衷記法の課題」　（1981三省堂）P．351「漢字語彙の理解について」に詳し
　い。
「資料『常用漢字』付『人名用漢字』」（筑摩書房「言語生活」1981No．355）に
　引溺されている野村雅昭「常用漢字の音訓」（1981「計量闘語学」第13巻1号）
　による。
国語学会編「国語学大辞典」P．925「連濁」　（1980東京堂）。なお，臼本語教
　育学会編「日本語教育事典」P．50（1982大修館書店）も参照。
鈴木　忍・川瀬生郎「凸面語初歩」　（198エ　圏際交流基金編　凡人社）
「国語学大辞典」P．417「語形変化の実態」
「園語学大辞典」P．923「連剤
「納本圏語大辞典」20巻　P．510「連声」　（1976小学館）
外山映二「近代の音韻」（1972「講座曖語史2音韻史・：文字史」P．228大修館
　書店）
金照一春彦監修「明解アクセント辞典」（1958三省堂）
「国語学大辞典」P．925
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第4章表記に関する評価と測定法
㈱　　「日本語能力試験」この試験は，日本闘内および園外において日本語を学習する
　　　外岡人を対象として日本語能力を測定し，認定することS．tE－1的として行うもの
　　　である。主催者は隔際交流叢金及び（財）日本鼠際教育協会。認定恭準（4級）
　　　150時「1舗，　100字，　800語程度，　（3級）　300巨寺寸｝iヨ，　300字，　1，500語程度，　（2級：）
　　　6GO時間，1，000字，6，　00G語程度，（1級）900時闘，2，000字，10，0000語程度。
　　　（以上，同試験実施要領から抜粋）
⑳　注記（4）参照。
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　＜この本を読むのに，手もとに置いておきたいもの＞
丁新編　現行の圏内表記の基準』　文化庁国語課監修　ぎょうせい　昭57．12．1◎
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『公用文の書き表し方の基準（資料集凋　改訂版文化庁　昭和61．9．30
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『学術用語集』　文部省　昭和29年～
『薪聞用語集』　fi本新聞協会　昭；和56
各種用字用語辞典
漢字学習書一覧
漢字概論　AN　INTRODUCTION　TO　K：ANJ工　大阪外国語大学
THE　FIRST　STEP　TO　KANJI　PART　I　”
　　　　　　e　PAR’r　2　nt
TgE　SECOND　STEP　TO　1〈ANJI　ti
外国学生用日本語教科書初級漢字　　　早稲田大学
　　　　〃　　　　　　中級　漢字　　　　　　　　〃
現代ll本語漢字練習帳　　　　　　　　亜細亜大学
m本語漢字入門（英語版）　　　　　　　　国際交流基金
　　　〃　　　（韓国語版）　　　　　　　　　　　　　〃
　　　〃　　　（ビルマ語版）　　　　　　　　　　　〃
　　　〃　　　（ヒンディー語版）　　　　　　　　　〃
　　　〃　　　（アラビア語版）　　　　　　　　　　〃
　　　”　　（ポルトガル語版）　　　　　　　〃
　　　〃　　　（モンゴル語版）　　　　　　　　　　〃
　　　〃　　　（マレーシア語版）　　　　　　　　　〃
日本語初歩漢字練習帳1　　　　　　　　　　　　　　〃
　　〃　　漢字練習帳2　　　　　　　　　　　　　　　〃
　　　　　　　　　　　　　　　　　reユ80　一
工NTENSIVE　SPOK＝EN∫APANESE
　　　　　　　　　BOOI〈1＆2　漢字練習帳
実用日本語漢字練習帳
1〈ANJI　BOOK　VOL．　1
　　　　m　VOL．2
　　　　tt　VOL．3
　　　　0　voL．4
　　　　”　VOL．5
重要性による漢字カード　第1集
　　　　　　〃　　　　　第2集
　　　　　　〃　　　　　第3集
1〈ANJI　FOR　EVERYBODY
ESSENTIAL　KANJI
A　NIEW　DICTIONARY　OF　1〈ANJI　USAGE
KANJI　AND　KANA　PRACTICE　BOOK　1
　　　　　tt　PRACTICE　BOOI〈2
　　　　　”　PRACTICE　BOOK　3
1〈ANJI　FINDER　INDEX
貝常生活の漢字王
A　GUIDE　TO　READING　＆　WRITING
　JAPANESE
1〈ANJi　AND　KANA
READ　JAPANESE　TODAY
につぼんご7漢字
よく使われる新聞の漢字と熟語
よくわかる常用漢字
REMEMBERING　THE　KANJI
　　　　　　　　tt
KANJI　1〈ANJI
常用漢字212ρCARgTERES’
2001漢字
くもん式の漢字おけいこ
くもん式の漢字カード（全2巻）
??
くもん式の新大判漢字カード（全3巻）
くもん式の漢字カード絵本（全7巻）
青山スクール。オブ・ジャパニーズ
新宿艮本語学校
東京艮本語学校
　　　　tt
　　　　tt
??
”
??
ア　　　ル　　　ク
ウェザヒル娼版社
学習研究社
エソデルレ書店
　　　　tt
　　　　tt
開　　拓・「社
講談社インターナショナル
チャールズ・イー・タ、トル出版
　　　　　　　tt
　　　　　　　”
　　　　む　ぎ　書　房
　　　　凡　　人　　社
　　　　　　　”
　　　 本出版貿易
　　　　THE　EAST
　　　　H　仏　会　館
INSTZTUTE　OF　JAPANESE　STUDIES
　　　　くもん出版
　　　　　　　　tt
tt
tt
一　181　一
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